
宮城県気仙沼市「造成地の住宅立地・生活利便性向上に向けた効果的な情報発信及び庁内連携の推進」

取組経過

今後の
方向性

取組と
その効果

６～９月 地区周辺状況等の整理および地区の方向性を仮設定、調
査方針を検討

９～12月 マーケティング調査のノウハウを補足するOJT方式のヒアリング
方法の検討とともに、ニーズや期待される民間事業者等の相
手方を把握

12～３月 ヒアリングの実施および調査結果を整理し、庁内横断の課題
共有の場の設定および次年度以降の短期・中長期の取組の
方向性を探る

１ 開発事業者や土地需要動向等の情報を持った事業者から、土地活用の可能性、条件
や課題を把握（OJT手法により、継続的な需要・課題把握のサイクルを確立）。

２ 次年度以降の南気仙沼・鹿折地区における宅建業者等のセールスに必要な情報の収
集・整理。

３ 中長期的・総合的な取組の実施に向けた、庁内連携での利活用施策や体制検討の可
能性を探る。

目的・背景
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庁内関係課横断会議

令和４年度 土地活用ハンズオン支援事業

マーケティング調査を踏まえた
今後の短期・中長期の方針の検討

• 庁内関係部署や地元宅建業者と連携した、土地活用可能性を踏ま
えたセールスや立地支援の取組

• 事業者との関係性作りや官民の定期的な意見交換の場の構築、地
区の方向性や各分野の施策の検討

鹿折
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新エントリー制度の運用開始にあたり、民間事業者及び庁内における連
携を強化し、効果的なPR活動を行うためのマーケティング調査を推進
• 未利用地の効果的なPR・セールスを行うための当該２地区の課題整理・
ポテンシャルの把握・有望属性の把握等のマーケティング情報に不足。

• マーケティング調査により得た有望な情報を土地利活用方針、民間の宅
建業者がセールスを行うために有効な情報、令和５年度に開始予定の新
エントリー制度（土地バンク）、庁内各施策の連携への活用に繋げる。


